
【授業力向上推進プロジェクト】 事例１ 家庭基礎 食生活分野

｢持続可能な社会を構築していく一員としての
自覚と実践力の育成｣

～調理実習を通して、深い学びにつながる指導法の工夫～



【特色】 外国につながりのある生徒が多い

全校生徒337名のうち、外国につながりのある生徒は185名

外国につながりのある生徒のうち、日本語の指導を必要とする生徒は34%

日本人とは、
文化の違いから
価値観や生活習慣

が異なる

半数以上

1/３以上



発表内容

１ 研究のねらい

２ 地区研究のあゆみ

３ 本校の研究実践

４ まとめと今後の課題



１ 研究のねらい

・持続可能な社会へ向けて自覚と実践力を身
につけさせる指導方法を工夫する。

・深い学びを実現できる授業方法を工夫する。

・指導と評価の一体化に向けてプリントを工夫
する。

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



２ 地区研究のあゆみ

6月 研究テーマ・研究内容の確認

7月 (会場:加茂農林高等学校)
【講演会】「私たちから始めるSDGs」

地域商社いなかだから 代表 江坂 侑 氏

【研究協議】各学校の授業実践報告

11月 (会場:東濃高等学校)
【研究授業】東濃高等学校
【研究協議】各学校の授業実践報告

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



3 本校の研究実践 (１)生徒の実態把握

SDGsや環境に関心がありますか? 環境のことを考えて食生活送っていますか?

７４%３９%
２６%

｢とても関心
がある｣

｢関心がある｣

６１%

「常に考えて
いる」

「考えている」

２６%

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題

５６%

１８%

３３%

６%



３４%

食生活で興味のある分野は?

調
理
の
基
礎

健
康
と
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食
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境

調理の基礎

いいえ

６６%

自分でバランスの良い食事を
作って食べられますか?

3 本校の研究実践 (１)生徒の実態把握

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



3 本校の研究実践 (２)目指す生徒の姿

環境に配慮して自分で作って食べられる!!

調理実習計画の工夫 プリントの工夫 授業研究

主体的で深い学び

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



本校生徒にとっての深い学びとは何か?

・知識や経験が自分のものになる。

・授業で学び、調べ学習や話し合いをして、

自分なりに理解を得て行動することが

できる。

3 本校の研究実践 (３)授業実践

ポイント 授業で学んだことが自分のものになる。

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



ポイント 生徒ファーストの授業展開 ＋ やさしい日本語

本校生徒にとって分かる授業とは

視覚的支援

やさしい
日本語

レアリア

実体験興味・関心

選択肢

思考力の伸長

絵 図 ルビ

十分なスペース

UD教科書体

授業研究の工夫 プリントの工夫

3 本校の研究実践 (３)授業実践

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



(ア)調理実習計画の工夫

 

 

 

重
点 

記
録  

備考(・は評価基準 (   )は評価方法   ) 

【ねらい】自分の食生活を振り返り、健康的な食生活について考えることができる。 

・自分の食生活を振り返り、課題を発見する。 

・食事の役割を認識し、なぜ朝食を食べる必要がある 

のかを考える。 

思 ○ 

・自分の食生活を振り返り課題を発見し、改善策を考えることができる。 

・朝食の役割を理解し、家族のために献立を考えることができる。 

 （ワークシート・ホームプロジェクト） 

【ねらい】健康な生活を営むために何をどれだけ食べたらよいか考えることができる。 

・健康な生活を送るために必要な食事摂取基準について
理解する。 

・食事摂取基準を満たすために食品群別摂取量を利用し
て何をどれだけ食べたらよいか考える。 

知 

思 

  ・何をどれだけ食べたらよいか理解している。 

・食品群別摂取量を満たすために、どの食品を足したらよいか考え
ることができる。（ワークシート） 

【ねらい】食品に含まれる栄養素の種類や特徴、主な食品の特徴について理解することができる。 

・食品に含まれる栄養素の種類や体内での働きについ
て理解する。 

 

知 

 ・栄養素の働きについて理解するとともに、食品を摂取し、それを
利用するための消化・吸収の過程を理解している。 

（ワークシート） 

【ねらい】安全で環境に配慮した食品の選択ができ、適切に保存することができる。 

・食品の表示を理解した上で、環境に配慮した食品の
選択について考える。 

・食中毒発生のしくみを理解し、予防方法を理解す
る。 

 

思 

知 

 

 

○ 

 

・食品表示、各種マークの基礎基本を理解し、食品の選択を考える
ことができる。 

・食中毒予防の重要性について理解している。（ワークシート） 

【ねらい】日本の伝統的な食文化の特徴やマナーを理解することができる。 

・食事のマナーや、行事食について調べる。 知 
主 

○ 

 

・日本の食事のマナーや行事食について調べレポートにまとめるこ
とができる。（課題レポート）   

【ねらい】持続可能な食生活を送るためにできることは何かを考えることができる。 

・食料自給率より、世界とのつながりや環境に与える
影響について考える。 

・食品ロスの現状を知り、その原因を探り解決の方策
を考える。 

・調理実習を通して持続可能な食生活について考える 

思 
主 ○ 

・地産地消、食品ロス削減、フェアトレードなど持続可能な食生活
の実現のために取り組めることを考えることができる。 

・調理実習を通して、環境に配慮した調理について主体的に取り組
み工夫しようとしている。 

 （ワークシート、プレゼンテーション） 

①食生活を振り返る

②何をどれだけ食べたらよいか

③栄養素の種類や特徴・食品の特徴

④安全で環境に配慮した食品の選択

⑤日本の伝統的な食文化の特徴

⑥持続可能な食生活について

生徒の実態をふまえて、①～⑥の
単元の指導内容とリンクした調理
実習計画を立てることで学びを深
める

⑦調理実習

ポイント 調理実習を通して、学びを深める。

①バランスの良い食事がとれていない
②朝ごはん食べ ない
③魚食べない
④野菜食べない
⑤防災対策してない
⑥味噌汁作れない
⑦SDGsに配慮していない

生徒の実態
単元の項目

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



第１回調理実習 ピザトースト コンソメジュリエンヌ ①②③④⑤⑥

簡単朝ごはん 栄養バランス 野菜の切り方

第２回調理実習 サババーガー（さば缶） バナナスムージー
①②③④⑤⑥
簡単ランチ 栄養バランス たんぱく質（魚） 不飽和脂肪酸 でんぷんの糊化 防災

第３回調理実習 ご飯（ﾊﾟｯｸｸｯｷﾝｸﾞ）親子丼（焼鳥缶) 味噌汁
①②③④⑤⑥
防災クッキング 防災 ローリングストック でんぷんの糊化 栄養バランス

第４回調理実習 おにぎらず（ﾊﾟｯｸｸｯｷﾝｸﾞ）具たくさん味噌汁
①②③④⑤⑥

日本の伝統的な食事 防災 SDGs    栄養バランス でんぷんの糊化

第５回調理実習 バターを使わないチョコスコーン ①②③④⑤⑥

フェアトレードのおやつ フェアトレードチョコレート 脂質 SDGs

学習のつながり

夏休みHP

調べ学習

ｼﾞｸﾞｿｰ学習
PLB学習

冬休みHP

家庭クラブ
活動

ポイント 学習内容とつながった調理実習計画で学びが深まる。

単元指導計画の項目調理実習計画

(ア)調理実習計画の工夫

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



ポイント

「知識・理解」「思考・判断・表現」の定期考査問題に反映

指導と評価の一体化に役立つ

生徒の振り返りを見て

教師が指導の改善を
図るのに反映

単元を貫く問いへの
答えを評価に反映

指導に生かす評価

記録に残す評価

指
導
と
評
価
の
一
体
化

振り返りゾーン

知識
理解
ゾーン

思考
判断
表現
ゾーン

主
体
的
ゾーン

(イ)プリントの工夫 【指導と評価の一体化への活用】

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



ポイント

【振り返りゾーンの工夫と活用】

振り返りをすることで、生徒は学びが定着する。教師は次の指導に生かすことができる。

教師

生徒の振り返りを
見て指導に生かす
ことができる

テーマを疑問系にして、
主体的に取り組ませる

(イ)プリントの工夫

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題

授業を振り返り
「タイトル」「3ポイント」「自己評価」

を記入する。

「テーマ」持続可能な食生活を実現する
ために私たちに出来ることは何だろう?

・タイトル → 授業のタイトルをつける
・３ポイント → 分かったことを３つ書く
・自己評価 → 理解度を記入する

授業の振り返り
することで学び
を深める

生徒



ポイント

【評価への活用】

スタンプの数が評価につながるので、主体的に取り組める。

スタンプ数 → 観点C  「主体的に取り組む姿」に入れる

評価規準A  スタンプ2個
評価規準B スタンプ1個

基本的には記入がしてあると

スタンプが1個もらえる

(イ)プリントの工夫

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



ポイント 作り方だけでなく、栄養素や食品の特徴について学びを深める

材料

作り方

感想

ポイント
や

気をつけ
ること

ねらい

【調理実習プリントの工夫 説明用】

調理実習 「さば缶バーガー バナナスムージー」

(イ)プリントの工夫

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題

５地区共通テーマの

各校の実践発表

栄養
バランス
チェック

さばの缶詰の
栄養 DHA
片栗粉の役割



ポイント 作り方や片付け方が見て分かるので、作業効率が良い

調理台の
片付けの
状態

写真を
見て
手順が
分かる

作り方

【調理実習プリントの工夫 実習用(調理台に設置) 】(イ)プリントの工夫

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



みだし等には英語表記をつける

◇小麦粉の選び方
(how to choose wheat flour)

ポイント 日本語の苦手な生徒に分かりやすいプリントは、全ての生徒に分かりやすい

全ての漢字にルビをつける

やさしい日本語を使う

１文を短くする

字体はUD教科書体

写真や図を多くするスペースを多めにとる

【分かりやすく、見やすいプリントの工夫】(イ)プリントの工夫

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



ポイント

①環境クイズ
環境に及ぼす影響を知る

③グループで話し合い
タブレットで調べる
聞き取り調査を利用する

④自分にできることを考える

学習内容に関係する3択クイズを利用することで、興味を持つことができる。

②調理実習の振り返り
生ごみから、エコクッキング
について考える

(ウ)授業研究 【研究授業】

テーマ 持続可能な食生活を実現するために私たちに出来ることは何だろう? １研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題

５地区共通テーマの

各校の実践発表



ポイント

①環境クイズ
環境に及ぼす影響を知る

③グループで話し合い
タブレットで調べる
聞き取り調査を利用する

④自分にできることを考える

調理実習を振り返ることで、具体的に考えることができる。

②調理実習の振り返り
生ごみから、エコクッキング
について考える

テーマ 持続可能な食生活を実現するために私たちに出来ることは何だろう?

(ウ)授業研究 【研究授業】

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



ポイント

①環境クイズ
環境に及ぼす影響を知る

③グループで話し合い
タブレットで調べる
聞き取り調査を利用する

④自分にできることを考える

司会、記録、発表など、役割分担をすることで自分のやることが明確になり主体的に取り組める。

②調理実習の振り返り
生ごみから、エコクッキング
について考える

テーマ 持続可能な食生活を実現するために私たちに出来ることは何だろう?

(ウ)授業研究 【研究授業】

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



ポイント

①環境クイズ
環境に及ぼす影響を知る

③グループで話し合い
タブレットで調べる
聞き取り調査を利用する

④自分にできることを考える

②調理実習の振り返り
生ごみから、エコクッキング
について考える

テーマ 持続可能な食生活を実現するために私たちに出来ることは何だろう?

意見交流より、今後の生活でやってみよう
と思うことを考える

はじめの一歩!! を考えることで自分ごと化する

(ウ)授業研究 【研究授業】

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



ポイント

学習活動における具体の評価規準
（Ｂ）

「十分満足できる」と判断される状況
（Ａ）

「努力を要する」と判断
される状況
（Ｃ）

評

価

評価規準【主体的態度】

・持続可能な食生活について、
自分達ができることを考え実践
していこうとしている。

・自分達の小さな行動が未来や環境に
影響することを理解した上で、自分
だけでなく、周りにも伝え広げ実践
ようとしている。

・実践していこうとし
ていない。

記録に生かす評価に反映

(ウ)授業研究 【評価方法】

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題

A
水を流しっぱなしにし
ないなど、今日から取
り組んでいきたい。ま
た、自分だけじゃなく、
家族と一緒に取り組む
ことで大きな成果につ
ながると思うので家族
にも伝えてたいと思い

ました。

B
じゃがいもの皮やピー
マンの種が食べられる
ことを知ったので、これ
からは、皮や種でも食
べられるところはなる
べく捨てずに食べてい
きたいと思いました。



ポイント

<グループワーク>

・役割を決めて活動をする

・ルーブリックで評価基準を示す

・自己評価、他者評価をする

主体的に取り組むことができる

評価基準を提示することで、どうすれば評価につながるか分かり、主体的に取り組める

PLB学習へ発展(ウ)授業研究

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



ポイント 家庭基礎の授業から家庭クラブ活動へとつなげる

家庭クラブ活動へ発展

感謝の気持ちを家族に伝えよう!!

フェアトレードチョコレートを使って作ったスコーンに
メッセージを添えて、日頃言えない感謝の気持ちを家族に伝える

(ウ)授業研究

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題

５地区共通テーマの

各校の実践発表

調理実習の生徒の様子 生徒が、家族に感謝の気持ちを
つたえる様子



ポイント 同じテーマを違う教科で学ぶことによって、学びが深まる

他教科との協働

１年生 「日本語Ⅰ」 ２年生 「家庭基礎」

フェアトレード

「スリランカの紅茶」「バングラデシュのノ
クシカタ」を題材にフェアトレードについて
考える

｢チョコレート｣を題材にフェアトレードに
ついて考える

(ウ)授業研究

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



４ まとめと今後の課題 【生徒の変容】

環境のことを考えて食生活を送っているか?

<授業前> <授業後>

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題

「常に考えて
いる」

「考えている」

７９%

「常に考えて
いる」

「考えている」

２６%

５６%

１８% １９%

２%



４ まとめと今後の課題 【生徒の変容】

調理実習を通して学んだことは?

<授業前> <授業後>

調理実習を通して学びたいことは?

６５%

１６%

６%

９%

環境への影響

4%
環境への影響

1２%

３４%

１０%

８%

３６%

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



４ まとめと今後の課題 【生徒の変容】

自分でバランスの良い食事を
作って食べられますか?

<授業前> <授業後>

１３%

はい
87%

66%

はい
34%

自分でバランスの良い食事を作って
食べられる自信がつきましたか?

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題



【成果】
・調理実習を通して学習することで知識や経験が自分のものになり、
持続可能な社会へ向けて自覚と実践力を身につけることができた。

・調べ学習や話し合いをして、自分なりに理解を得て発表し、行動を起こ
すことで、深い学びにつながった。

・生徒の学習状況の把握と教師の指導改善を図る「指導に生かす評
価」と、評価につなげる「記録に残す評価」の指導と評価の一体化を
プリントの工夫により実現することができた。

【課題】
・他教科との協働
・家庭クラブへ発展

４ まとめと今後の課題 【成果と課題】

１研究のねらい

２地区研究のあゆみ

３本校の研究実践

(１)生徒の実態把握

(２)目指す生徒の姿

(３)授業実践
(ア)調理実習計画の工夫

(イ)プリントの工夫

(ウ)授業研究

４まとめと今後の課題
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